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お知らせとお願い

職業アレルギー誌6 （1）1998

参加者へ

１．受付は、２日間とも会場入り口で行います。受付を手続きの上、会場内では常に名札

をつけて下さい。

２．参加費　１万円（懇親会費込み）。

一般演題の口演者で未入会の方は、受付時に備え付けの入会申込書に必要事項を記入

し、手続きをお済ませ下さい。

３．本学会は日本医師会認定産業医の単位が認められています。

７月16 日 俐　基礎一後期１単位・生涯一専門１単位

７月17 日 倒　基礎一後期２単位・生涯一専門２単位

単位収得を希望される先生は手続きがありますので、お申し出下さい。

口演者へ

１．一般演題の口演時間は発表10 分、討論５分です。時間厳守願います。

２．スライドは20 枚以内で、 スクリーンは一面です。 スライドは口演時間の30 分前まで

にスライド受付に提出して下さい。講演終了後は速やかにスライドをお受け取り下さ

い。

３．その他は座長の指示に従って下さい。
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学会場へのアクセス

学　会　場

名古屋国際センターホール（別棟）１階

名古屋市中村区那古野１丁目47 番１号

職業アレルギー誌6 （1）1998
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学会場案内図

事務局

職業アレルギー誌6 （1）1998

〒461－0047　名古屋市東区大幸南1 －1 －20

名古屋大学医学部環境皮膚科学講座　　学会事務局

TEL 052 － 719 － 1983　FAX 052 － 719 － 1984

事務局（学会期間中） 名古 屋国 際 セ ン タ ー

TEL 052 － 581 － 5678
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職業アレルギー誌6(1)1998

第 ６ 回 日 本 職 業 ア レ ル ギ ー 学 会 総 会 及 び 関 連 行 事

日本職業アレルギー学会

日　時：平成10 年７月16 日 ㈲・17 日 倒

会　場：名古屋国際センターホール（別棟）１階

学術総会

日　時：平成10 年７月16 日(木)

17 日倒

14 : 00～16 : 30

9 :40 ～16 : 00

編集委員会

日　時：平成10 年７月15 日（水）18 時より

会　場：ホテルキャッスルプ ラザ　地下１階

日本料理〈佐久良〉

理 事 会

日　時：平成10 年７月16 日困　12 : 00～13 : 00

会　場：名古屋国際センター５階　第２会議室

評議委員会

日　時：平成10 年７月16 日 ㈲　13 : 00～14 : 00

会　場：名古屋国際センター５階　第３、４、５会議室

総　　会

日　時：平成10 年７月17 日面　13 : 00～13 : 30

会　場：名古屋国際センターホール（別棟）１階

懇 親 会

日　時：平成10 年７月16 日 休）18 時より

会　場：ホテルキャッスルプラザ　３階孔雀の間

名古屋市中村区名駅4 －3 －25

TEL 052 －582－2121
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日　程　表
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第１日目　７月16 日團

癩 禅］

戸両 ］

14 : 00～14 : 05

14 : 05～16 : 35

早川律子学会長

〈セッションI 〉 （14 : 05～14 : 35）

座長　上平知子（上平整形外科・内科）

Ｌ 水産加工従業者にみられたエビ粉に起因する職業性喘息

○高本　公（高本医院）

職業アレルギー誌6 （1）1998

２。紙幣についたＴＤＩが症状を増悪させた慢性気管支炎の１症例

○山木健市（名大・医・二内）、高木健三（名大・医・看護学科）、竹内康浩、

上島通浩、柴田英治（名大・医・衛生）

〈セッションＨ〉 （14 : 35～15 : 05 ）

座長　藤村直樹（国立療養比良病院）

３．パソコンプリンタ製造クリーンルームにおける過敏性肺臓炎の集団発生

○柴田英治（名大・医・保健学科検査）、山木健市（名大・医・二内）、

早川律子（名大・医・環境皮）、竹内康浩（名大・医・環境労働衛生）

４。雛の分別作業従事者に発症した過敏性肺臓炎の１例

○近藤りえ子、立川壮一、堀口高彦、笠原純一（藤田保衛大・呼内）

〈セッションⅢ〉 （15 : 05～15 : 35 ）

座長　須甲松伸（東京芸大・保健管理センター）

５．慢性ベリリウム肺10 例の24 年後の経過

○藤村直樹（国立療養比良病院）、泉　孝英、長井苑子（京大院・呼吸器病態学）

６。ベリリウム化合物投与マウスにおける免疫毒性影響について

○和田昭彦、島　正吾、小野雄一郎、吉田　勉、谷脇弘茂、長岡　芳、栗田秀樹

(藤田保衛大・医・公衛)、水野やよい、井波　修、浅田恭生( 同大・衛生)

－VI －



職業アレルギー誌6（1）1998

〈セッションIV〉 （15 : 35～16 : 05）

座長　竹内康浩（名大・医・衛生）

７．群馬県藤岡地区一般家庭における室内環境整備の実態調査

Ｉ、清掃に対する意識と居間・寝室などの整備状況について

○佐藤久美子、大野絢子、中渾次夫（群馬大・医・保健）、宮崎有紀子（千葉大・

看・保健）

８。漆職人における漆かぶれ

○河合敬一（河合医院）

〈セッションＶ〉 （16 : 05～16 : 35）

座長　多田慎也　（香川労災病院）

９．ＢＯＯＰ 様所見を呈したカルナウバ蝋による外因性リポイド肺炎の１例

○坂爪由夏、斉藤従道、樋口達也、佐治和喜、薗部光一、塚越秀夫、飯塚邦彦、

土橋邦夫、森　昌朋（群馬大・内）

10. マウスの接触過敏症におけるIL-18 の発現

○青　宝会、青山公治、松下敏夫（鹿大・医・衛生）

｢細岡 16 : 40～17 : 40

座長　早川律子（名大・医・環境皮膚科）

職 業 性 ラ テ ッ ク ス ア レ ル ギ ー の 実 態

ｌａｎ Ｒｉｃｈａｒd Whit ｅ (Ｇｕｙ'ｓ and St. Ｔｈｏｍ ａｓ Ｈ ｏｓpit ａD

｢j｢｣(i)　　18 : 00~20 : 00

Ⅶ －



第２日目　７月17 日(金)

）珂 9 :40 ～11 : 00

職業アレルギー誌6 （1）1998

〈セッションⅥ〉 （9 :40 ～10 : 10）

座長　竹下達也（大阪大・医・環境医学）

11. 農作業関連アレルギーに関する情報収集・提供システムの提案

○上田　厚、原田幸一、大森昭子、魏　長年（熊本大・医・衛生）

12. 理・美容師の職業性接触皮膚炎

○謝　振麟、竹内康浩（名大・医・衛生）早川律子、杉浦真理子、加藤佳美（名

大・医・環境皮）

〈セッションⅦ〉 （10 : 10～11 : 00）

座長　松永佳世子（藤田保衛大・皮）

13. 職業性ラテックスアレルギーの19 例

○加藤佳美、早川律子、杉浦真理子、大砂博之、三家　薫、宮地良樹、夏秋　優、

西岡和恵、田仲　伸、尾籐利憲、塚本克彦、中村透子（ゴム新素材研究会）

14. 職業性ラテックスアレルギーのまとめ

○秋田浩孝、松永佳世子、冨高晶子、上田　宏（藤田保衛大・皮）

15. ラテックスアレルギーにバナナによる食物アナフィラキシーを合併した１例

○児玉国洋、中島宏和、沼尾利郎、相良博典、福島康治、上田　隆、戸田正夫、

本島新司、福田　健（掲医大・アレ内）

［ﾖj 肖jSjiyゑ］　11 : 10～12 : 00

座長　中渾次夫　（群馬大学医学部保健学科）

職業アレルギー性皮膚炎の診断と予防

早川律子（名古屋大学医学部環境皮膚科学講座）

[（ う)

一 一

13 : 00～13 : 30
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職業アレルギー誌6 （1）1998

ﾄﾞﾝ ‾ｼﾞ‾系 ‾テ ぷ]4113 : 30 ～16 : 00

座 長　 池 渾 善 郎( 横 浜 市 立 大 学 浦 舟 病 院)

加 藤 佳 美( 名 古 屋 大 学 医 学 部 環 境 皮 膚 科)

ア ジ ア に お け る 職 業 ア レ ル ギ ー 性 皮 膚 疾 患

日 本　　　　　　 東　 萬 彦( 市 立 堺 病 院　 皮 膚 科)

韓 国　　　　　　 Ｈｙｕｎｇ- Ｏｋ Ｋｉｍ ( Ｋ ａｎｇｎａｍ Ｓt. Ｍ ａｒｙ'ｓ Ｈ ｏｓpitaD

シ ン ガ ポ ー ル　　 Ｄ ａｖid Koh ( Ｔｈｅ Ｎ ａtｉｏｎａ１ Ｕ ｎｉｖｅｒｓitｙ ｏｆ Ｓｉｎｇａｐｏｒｅ)

台 湾　　　　　　Ch ｕｎｇ-Ｈs ｉｎｇ Ｃｈａｎｇ (Ｋ ａｏｈｓiｕｎｇ Ｍ ｅｄｉｃａ１ Ｃｏｌｌｅｇｅ)

『面映 16 : 00 ～16 : 05

Iχ－
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職業アレルギー性皮膚炎の診断と予防

職業アレルギー誌6 （1）1998

○早川律子1　杉浦真理子1　加藤佳美1　竹内康浩2

謝振麟２　１．名大医環境皮膚科　２．名大医衛生

1990 年1 月から1997 年末の間に名大病院分院皮膚科と大幸医療セン

ター皮膚科を受診した職業性皮膚炎202 例の診断方法と予防対策につ

いて検討した。１）診断：皮膚炎の発症状況、皮疹の経過、受診時の

皮膚症状、職業暴露歴と皮膚テスト結果を総合して確定診断した。２）

原因物質の確定：皮膚テスト結果と暴露歴により確定した。皮膚テス

トは原因と推定される物質を正しい濃度で正常の皮膚に標準化された

方法で貼付あるいは塗布し、限局した部位に強制的に接触皮膚炎を起

こさせて、臨床症状の原因となった物質を確定するものである。パッ

チテスト（閉鎖貼付試験）が標準的な方法であるが、光過敏を疑った

場合には光貼付試験を、化学物質の皮膚刺激性が強い場合にはオープ

ンテストを、弱い刺激物質は繰り返し塗布試験を行う。分子量の大き

い物質はブリックテスト（スクラッチテスト）を行う。化粧品：揮発

性の製品は（そのままでオープンテストあるいはＣｈａｍｂｅrに塗布後十分

揮発させて貼付する。染毛剤、パーマ液はａs iｓでオープンテスト、洗

浄剤は１％水溶液、その他の製品はａs isで貼付する。外用剤：ゲル製

剤はａｓ iｓでオープンテスト、その他の外用剤、点眼液はaｓ iｓで貼付

する。植物：葉、花びら、茎をすり潰し貼付する。食品: ａs is で貼付

する。接触群麻疹の場合はａs isでブリックテスト（スクラッチテスト）

を行う。農薬：水ないしワセリンに使用濃度、使用濃度の10 倍希釈濃

度で混ぜて貼付する。衣類：布を細かく切りＣｈａｍ ｂｅr につめて貼付す

る。金属：ヤスリで削りワセリンに混ぜて貼付する。アレルゲン：ワ

セリンないし水で至適濃度に希釈したものを作成して貼付する。パッ

チテストはFinn　Chamber とＳｃａｎｐｏr　tａｐｅを用い、患者の上背部に

48 時間貼付し、除去１時間後と24 時間後にＩＣＤＲＧ基準で判定した。患

者が職場で接触する物質、職業関連アレルゲンと日本接触皮膚炎学会

標準アレルゲ ン25 種を検査した。202 例中153 例（75.8 ％）で原因が

判明した。原因物質の排除、防具（手袋など）の利用、配置転換、環

境整備などの予防対策を施行した代表症例について具体的に紹介する。
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Ｏ ｃｃｕpat ｉｏｎａｌ Ｄｉｌｅ ｍ ｍ ａｓ in Lat ｅｘAIlergy

lan R. Whit ｅ

Ｓt.John' ｓ ln ｓtitｕtｅ ｏｆ Ｄ ｅr ｍ ａtology ， Ｌｏｎｄ ｏｎ

Ａｌtho ｕgh t ｈｅ ｍａｊｏrity ｏｆ ｃａs ｅｓ of lat ｅｘpr ｏtein hyper ｓｅｎｓitiｖity ha ｖｅ

ｂｅｅｎ rｅｐｏrtｅｄ ａｍ ｏｎｇ ｈｅａｌtｈ ｃａrｅ ｗ ｏrker ｓ (the pr ｅｖａｌｅｎｃｅ ｏｆ ｌａtｅｘallergy in

ho ｓpit ａｌ ｅ ｍ ｐｌｏy ｅｅｓ ｖａrie ｓ frｏｍ ３-12 ％) ａｎｄ theirpat ｉｅｎtｓ ，hyper ｓｅｎｓitiｖity iｓ

a pr ｏｂｌｅ ｍ ｉｎ ｏther ｏｃｃｕpational gr ｏｕps ｗher ｅ ｌａtｅｘ glo ｖｅｓ ａrｅ ｗ ｏｍ ｆｏr

ｅ ｍ ｐｌｏy ｅｅ ｐrｏtｅｃtｉｏｎ. Ｅｘａｍ ｐｌｅｓ of thes ｅ ｏｃｃｕrrｅｎｃｅｓ ｃａｎ ｂｅ tａｋｅｎ ｆrｏｍ the

phar ｍ ａｃｅｕtical, ｅｌｅｃtrｏｎｉｃ ａｎｄ ｃｏｓｍ ｅtic ind ｕstrie ｓ ｗｅrｅ ｕp t ０ ６％ ｏｆ ｅ ｍ ｐｌｏy ｅｅｓ

ｍ ａy ｂｅ ａｆｆｅｃted.

Ｔｈｅ ｅｘａｃt pr ｅｖａｌｅｎｃｅ ｏＨ ａtｅｘ pr ｏtｅｉｎ ａｌｌｅrgy ｉｎ ｇｅｎｅral pop ｕlatｉｏｎｓ

ha ｖｅ ｎｏt ｂｅｅｎ ｃｌａrified. Ｈｏ ｗｅｖｅr ，in tｈｅ ｎｏｎ-ａtｏｐｉｃ ｇｅｎｅral pop ｕlation it ｍ ａy

be ＜1 ％.ln Finland t ｈｅ ｍｉｎｉｍum pr ｅｖａｌｅｎｃｅ ｉｓ 33/100,000 1nhabit ａｎtｓ. lnt ｈｅ

Ｕ Ｓ Ａ
，ａｎt-lat ｅ

ｘ ｌｇＥ ａｎtibodie ｓ ( ≧1.51U/mL)ha ｖｅ ｂｅｅｎ ｆｏｕｎｄ ｉｎ ２％ ｏｆ ｂｌｏｏｄ

ｄｏｎｏrｓ. Ａ ｃｕrrｅｎt ｓtｕdy ｉｎ Ｌｏｎｄｏｎ ｓｕ99e ｓtｓ that 2.5 ％ ｏｆ ａｌｏｃａｌ ｐｏｐｕlatｉｏｎ ａrｅ

ａｌｌｅrgic t ｏ ｌａtｅｘpr ｏtｅｉｎｓ ａｓ det ｅrmined by ｓkin prick t ｅｓting. Ｑ ｕｅｓtｉｏｎｎａｉrｅ

ｂａｓｅｄ ａｓｓｅｓｓ ｍｅｎtｓ ｏＨ ｈｅ ｐrｏｂｌｅ ｍ ｗithin ind ｕｓtrieｓ ha ｖｅ ｂｅｅｎ ａｄｖｏｃａted.

Ｂｅｃａｕｓｅ ｏｆthec ｕrrentproblem inind ｕstrie ｓｏthert ｈａｎ ｈｅａｌthcar ｅ,itiｓ

ｎｅｃｅｓｓａry for ｏｃｃｕpat ｉｏｎａｌ ｈｅａｌth phy ｓｉｃｉａｎｓ pr ａｃticing in the ｓe ind ｕｓtrieｓ tｏ

ｂｅ ａｓ ａｗ ａrｅ ｏｆthe pr ｏｂｌｅ ｍ ｏｆ ｌａtｅｘpr ｏtein hyper ｓｅｎｓitiｖity ａｓ their ｃｏＩｌｅａｇｕｅｓ

ｗｏrking in healt ｈ ｃａrｅ. lt iｓ ｅｓｓｅｎtial that infor ｍａtｉｏｎ ｏｎ the pr ｏtｅｉｎ ｃｏｎtｅｎt of

910 ｖｅｓ iｓ rｅq ｕｅｓted fr ｏｍ ｓｕpplier ｓ in the ab ｓｅｎｃｅ ｏｆ ｓｕch infor ｍａtｉｏｎ ｂｅｉｎｇ

ｃａrried on prod ｕｃt label ｓ. Additionally,the phy ｓｉｃｉａｎ ｓho ｕld be familiar ｗith

rｏｕtｅｓ of ｓｅｎｓitiｚａtionanddiffer ｅｎｃｅs ｉｎａｓｓａy ｍｅthod ｓforpr ｏtｅｉｎｃｏｎtｅｎt. ltiｓ

the t ｏtａｌ ｅｘtrａｃtable pr ｏtｅｉｎ (Ｔ ＥＰ) 『ａthert ｈａｎ the allergenic pr ｏtｅｉｎ ｃｏｎtｅｎt

ｗhich i ｓ ｇｅｎｅrally ａｖailable. Ｎ ｏｎ-ｓtｅrile 910 ｖｅｓ ｗitｈ ａ ＴＥＰ ｏｆ ＜20 μ9/90f910 ｖｅ

ａrｅ readily ａｖailable. Ｔｈｅre i ｓ ｎｏｊｕstificat ｉｏｎ ｆｏrt ｈｅ ｃｏｎtinｕed ｓｕpply ａｎｄ ｕｓｅ

ｏｆ ｓtａrch po ｗdered 910 ｖｅｓ.ln ｓitｕａtｉｏｎｓin ｗhich ｓtａrchpo ｗderedlat ｅｘglo ｖｅｓ

ａrｅ ｗｏ ｍ ＞3500 ｓtａrch particle ｓ per ｃｕｂｉｃ ｍｅtｅr of air ha ｖｅ ｂｅｅｎ ｄｅtｅｃtｅｄ ａｎｄ

tｈｅ ａｅrｏａｌｌｅrｇｅｎ ｍ ａy be 1 00 t ｉｍ ｅｓ highert ｈａｎ ｗher ｅ ｎｏｎ-po ｗdered 910 ｖｅｓ ａrｅ

ｕｓed.
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ｌｎ ｍ ａｎy ｏｃｃｕpat ｉｏｎs,910 ｖｅｓ ｍａｄｅ ｏｆ ｎａtｕral rｕbber lat ｅｘ ａre ideal for

ｓkinpr ｏtｅｃtｉｏｎ,Ｔｈｅ ｃｏｓtperunitofaglo ｖｅ ｗithlo ｗTEPand ｓtａrchfr ｅｅ ｍａybe

higher t ｈａｎ ａｌtｅrｎａtiｖｅｓ. For the pr ｉｍ ａry pr ｅｖｅｎtｉｏｎ ｏｆ ｌａtｅｘ pr ｏtｅｉｎ ａｌｌｅrgy it　i ｓ

import ａｎt that ｓhort t ｅrｍ ｆｉｎａｎｃｉａｌ ｃｏｎｓider ａtｉｏｎｓ ｄｏ ｎｏt ｃｏ ｍｐrで)miｓｅ ｈｅａｌth. ln

tｈｅ ＵＫ, ｃｏｎtａｉｎｍｅｎt ｏＨ ａtｅｘ pr ｏtｅｉｎ ａｌｌｅrgy ha ｓ ｂｅｅｎ ｏｂtａｉｎｅｄ ｂy ａｃｃｅｐting

this. Ｔｈｅ ｅｃｏｎｏｍｉｃ ｅｆｆｅｃtｓ ｏｆ ｅ ｍｐ１０y ｅｅ ｍ ｏrbidity ｃａｕｓed by lat ｅｘ pr ｏtｅｉｎ

ａｌｌｅrgy ｃａｎ ｂｅ ｅｎｏrｍ ｏｕｓ ａｎｄ ｄｅｐｅｎｄｅｎt ｏｎ ｉｎｄｕｓtry. Litigat ｉｏｎ ｈａｓ ｂｅｅｎ ａ

ｆａｃtｏr in incr ｅａｓing a ｗａrｅｎｅss ｏＨ ｈｅ ｉｍ ｐｏrtａｎｃｅ ｏｆ ｐrｉｍ ａry pr ｅｖｅｎtｉｏｎ.

Altho ｕgh the t ｅr ｍ “hypoaller ｇｅｎｉｃ” iｓ to be di ｓｃｏｕraged it i ｓ ｉｎｃｕｍ ｂｅｎt ｏｎ tｈｅ

ｅ ｍ ｐｌｏy ｅr to pr ｏｖide the s ａｆｅst　pr ａｃtｉｃａｂｌｅ ｅｎｖirｏｎｍ ｅｎt for t ｈｅ ｅｍ ｐｌｏy ｅｅ.

Dis ｓｅ ｍｉｎａtion of pr ｏtｅｉｎ ｃａrrｉｅｄ ｏｎ ｓtａrch particle ｓ ｃａｎ ｃｏｎtａｍｉｎａtｅ ｗide ar ｅａｓ

ｏ↑ａ ｗｏrk place｡

Sn ｓｅｃｏｎｄａry pr ｅｖｅｎtｉｏｎ ， ｓｏｍ ｅ ｌａtｅｘ pr ｏtｅｉｎ ａｌｌｅrgic indi ｖidｕalｓ ｍ ａy

be ablet ｏ ｗ ｅａrglo ｖｅｓ ｗith ｖｅry lo ｗ pr ｏtｅｉｎ ｃｏｎtｅｎt. ０ther ｓ ｗill rｅq ｕire 910 ｖｅｓ

ｍａｄｅ ｆrｏｍ ｓy ｎthetic poly ｍ ｅrs ｓｕｃｈ ａｓ ｎｅｏｐrｅｎｅ. Ｔｈｅｓｅ ｄｏ ｎｏt, ａｓ y ｅt ， ha ｖｅ

the ｓａｍ ｅ 'feel' ａｓ 910 ｖｅｓ ｍ ａｄｅ ｆrｏｍ ｎａtｕrａ日ａtｅｘ bｕt ｎｅｏｐrｅｎｅ ９１０ｖｅｓ ｃａｎ ｎｏｗ

pr ｏｖide the degr ｅｅ ｏｆ ｐrｏtｅｃtｉｏｎ ａｇａｉｎｓt b1010gical agent ｓ.
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職業アレルギー誌6 （1）1998

日本における職業アレルギー性皮膚疾患

○東　 萬彦

（市立堺・皮膚）

皮膚科を訪れる 職業アレルギー性皮膚疾患とし てはアレルギー性

接触皮膚炎がほとんどである。職業性アレルギー性接触皮膚炎の原

因は都市部と農村部では全く異なるのであるが、 本邦においては職

業性皮膚疾患に関する統計の報告は少なく、全体像を述べるのは困

難である。そこで、当科の統計を中心に述べることにする。　198

0 年から1996 年 までの１７年間に当科でパッチテストを行って、

原因の確定した職業性アレルギー性接触皮膚炎患者は２３２名であ

る。職業別では美 容師が９０名（38.8 ％）、理容師が１７名（７．

３％）、機械製造業が３４名（19.7 ％）、化学工業が１４名（６．

０％）、建築業が２０名（８．６％）、医療従事者が１５名（６．

５％）、サービス業、その他が４２名（18.1 ％）であった。原

因物質としてはPar ａＰｈｅｎyｌｅｎｄｉａｍｉｎｅが最も多く ９７件（41.8

％）、ついで各種のrｅsinが２２件（9.5 ％）、ｃrｏｍｉｕm 16 件（６．

９％）、ｇｕｍ １５件（６．５％）などが主たるものであった。

４
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O ｃｃｕｐａtｉｏｎａＩ Ａ ｊｌｅｒｇｉｃ Ｃ ｏｎt ａｃt Ｄ ｅｒｍ ａtiti ｓ ｉｎ Ｋ ｏｒｅａ

Ｈ ｙｕｎｇ-C ）た 拓 ｍ
ｏ
Ｍ ｌｎ

£峰 ｘxｒ加 ｅ配 （ず ｐ ｅｒｍａ£010 gｙ，G7yy ｅμ ｑr Ｍ ｅｄｆｄ ９ 。

77 肥 ａ 忿恥 瓦ｃ 研 面 ｅｒｓilｙ 可｀尺 Ｑｒａz

Ｏｃｃｕｐａtｉｏｎａｌ ｄｅｒｍ ａtｏｓｅｓ ａｒｅ ｏｎｅ ｏｆ t ｈｅ ｍ ｏｓt ｐｒｅｖａｌｅｎt ｏｃｃｕｐａtional di ｓｅａｓｅ， ｂｕt ｉｎ

Ｋ ｏｒｅａ t ｈｅｙ ha ｖｅ ｎｏt ｂｅｅｎ ｏｍ ｃｉａｌｌy ｒｅｐｏｒted ｙｅt･

Ｈ ｏｗｅｖｅｒ
，ｉｎ Ｋｏｒｅａｎ ｎtｅｒａtｕｒｅｓ， ｍ ａｎｙ de ｒｍ ａtｏｓｅｓ ｈａｖｅ ｂｅｅｎ ｒｅｐｏｒted in ｖａｒio ｕｓ

ind ｕｓtｒieｓ　 ｓｕｃｈ　 ａｓ　 ｓilk　 ｒｅｅｌｉｎｇ， ｍ ｅtal ， ｌｅａthe ｒ， ａｕtｏ　 ｍ ｅｃｈａｎｉｃｓ， ｐｌａｓtic ｓ，

ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃtｏｒ，ｒｅｆｉｎｉｎｇ，ａｇｒicｕltｕｒｅ，ｅt£･

ｌｎ ｐａtｃｈ t ｅｓt clinic ｓ， 6.9 ％ ｏｆ ｐａtｉｅｎtｓ ha ｖｅ ｂｅｅｎ ｒｅｐｏｒted t ｏ ｈａｖｅ ｏｃｃｕｐａtｉｏｎａｌ

ｄｅｎｎａtｏｓｅｓ clinicaUy ｉｎ Ｋ ｏｒｅａｎ ｎtｅｒａtｕｒｅ. Ａ ｍ ｏｎｇ t ｈｅｍ ， 3.7 ％ ｈａｄ ｂｅｅｎ ｄｉａｇｎｏｓｅｄ ａｓ

ｏｃｃｕｐａtｉｏｎａｌ ａｌｌｅｒｇｉｃ ｃｏｎtａｃt de ｒｍ ａtitiｓ.

W ｅ ｐｅｒfor ｍ ｅｄ ａ ｅｐｉｄｅｍｉｏＩｏｇｉｃ ｓtｕdy t ｏ ｉｎｖｅｓtｉｇａtｅ ｄｅｒｍ ａtｏＩｏｇｉｃａｌ ｐｒｏｂｌｅｍ ｓ f ｒｏｍ

ｍ ｅtal ｗ ｏｒｋｉｎｇ ｎｕid in metal ｗ ｏｒｋｅｒｓ， tａｎｎｅｒy ｆａｃtｏｒy ， ａｎｄ ａｕtｏｍ ｏｂＵｅ ｍ ｅｃｈａｎｉｃｓ，

T ｈｅ ｐｒｅｖａｌｅｎｃｅ ｒａtｅｓ　 ｏｆ ｃｏｎtａｃt de ｒｍ ａtit1ｓ　f ｒｏｍ　 ｃｕttｉｎｇ　 ｏＵ　 ｗｅｒe 46 ％.　 Ｔ ｈｅ

ｌｏｃａｎｚａtｉｏｎｓ of t ｈｅ ｃｏｎtａｃt de ｒｍ ａtitiｓ ｗｅｒｅ ｈａｎｄ(84 ％) ，ｆａｃｅ(6.6 ％) ，ａｎｄ ｆｏｒｅａｒｍ(5 ％).

52.8 ％ ｏｆ ｐａtch 弛ｓted ｗ ｏｒke ｒｓ ｈａｄ ｐｏｓitiｖｅ ｒｅａｃtｉｏｎ t ｏ ｅｉtｈｅｒ ｏｎｅ ｏｒ ｍ ｏｒｅ ｏｆ t ｈｅ

ｓtａｎｄａｒd ｓｅｒieｓ
， ａｎ
ｄ ｏｉｌ ａｎｄ ｃｏｏｈ ｇ ｎｕid ｓｅｒie ｓ. Ａ ｍ ｍ ｏｎｉａtｅｄ ｍ ｅｒｃｕｒｙ ｃｈｌｏｒide ｗ ａｓ

tｈｅ　 ｍ ｏｓt　 ｃｏｍ ｍ ｏｎ　 ｓｅｎｓitiｚｅｒ　in　 也 ｅ　 ｓtａｎｄａｒd　 ｓｅｒieｓ，foUo ｗed　b ｙ　 ｐｏtａｓｓiｕm

dich ｒｏｍ ａtｅ
，4 －ｐ

ｈｅｎｙｌｅｎｅｄｉａｍｉｎｅ　 ｄｉｈｙdｒｏｃｈｌｏｒide ， ｃｏｂａｌt　 ｃｈｌｏｒide ， ｎｉｃｋｅ１　 ｓｕlfat ｅ，

ｑｕｉｎ
０１１ｎｅ ｍｉｘ ， ａｎ

ｄ ｃａｒba mi ｘ. Ｍｉｃｒobiocide ｗ ａｓ t ｈｅ ｍ ｏｓt ｃｏｍ ｍ ｏｎ ａ
ｎｅｒｇｅｎ ｉｎ ｏｉｌ

ａｎｄ ｃｏ０１１ｎｇ ｎｕid.

T ｈｅ　 ｐｒｅｖａｌｅｎｃｅ　 ｏｆ　 ｃｏｎtａｃt　de ｒｍ ａtitiｓ　in　t ａｎｎｅｒy　 ｗ ｏｒke ｒｓ　 ｗ ｅｒe　26.4 ％. Ｔ ｈｅ

ｐｒｏｐｏｒtｉｏｎｓ ｏｆ ｃｏｎtａｃt de ｒｍ ａtitiｓ b ｙ ｗ ｏｒｋｉｎｇ ｐｒｏｃｅｓｓ ｗ ｅｒｅ ａｓ foUo ｗ ｓ:tａｎｎｉｎｇ(40 ％) ，

dｒｙｉｎｇ(32 ％)
，ｓha ｖ

ｉｎｇ ａｎｄ ｄｙeing(26.2 ％) ，ｐrｅｐａｒｉｎｇ(20.5 ％) ，fini ｓhing(16.3 ％).

Ｐｏｓitiｖｅ ａｌｌｅｒｇｅｎｓ ｉｎ ｐａtch t ｅｓt ｗit ｈ ｓtａｎｄａｒd and t ａｎｎｅｒｙ ａＵｅｒｇｅｎｓ ｗ ｅｒｅ ｐｏtａｓｓiｕm

dkh ｒｏｍ ａtｅ
， ａｍ ｍ ｏｎ

ｉａtｅｄ ｍ ｅｒｃｕｒy ，nickel ｓｕlfat ｅ，2 －ｍ ｅｒｃａｐt６ｂｅｎｚｏthia ｚ０１ｅ，ｃａｒba mi χ，

foｒmaldehyde ， ａｎｄ ｇｏｌｄ ｓodi ｕｍ thio ｓｕlfat ｅ.

T ｈｅ ｐｒｅ
Ｖａｌｅｎｃｅ ｒａtｅ ｏｆ ｃｏｎtａｃt de ｒｍ ａtiti

ｓ ｉｎ ａｕtｏｍ ｏｂＵｅ ｍ ｅｃｈａｎｉｃｓ ｗｅｒe 48.1 ％.

Ｔ ｈｅ ｒａtｅ ｏｆ ｃｏｎtａｃt de ｒｍ ａtitiｓ in diffe ｒｅｎt ｗ ｏｒk ｓｅｃtｉｏｎｓ ｗ ｅｒe 44.6 ％ ｉｎ ｍ ａｉｎtｅｎａｎｃｅ，

29.6 ％ ｉｎ ｍ ｅtａｌ ｂｅａtｉｎｇ
， and 25.8

％ ｉｎ ｐａｉｎtｉｎｇ. 29.1 ％of t ｈｅ ｐａtch t ｅｓtｅｄ ｃｏｎtａｃt

de ｒｍ ａtitiｓ ｐａtｉｅｎtｓ ｗｅｒｅ ｐｏｓitiｖｅ t ｏ ｏｎｅ ｏｒ ｍ ｏｒｅ ａＵｅｒｇｅｎｓ， Ｐｏｓitiｖｅ ａ
ｎｅｒｇｅｎｓ ｗ ｅｒｅ

ｃｏｂａｌt　 ｃｈｌｏｒide
， ｐｏtａｓｓiｕｍ　

ｄｉｃｈｒｏｍ ａtｅ， ｐ－ｐｈｅｎyｌｅｎｅｄｉａｍｉｎｅ， ｎｉｃｋｅｌ　 ｓｕlfat ｅ，

ｐ－ａｍｉｎｏａｚｏｂｅｎｚｅｎｅ，tｒieth ｙｌｅｎｅtｅtr ａｍｉｎｅ，ｃａｒba mi ｘ ， ａｎｄ ｓｏ ｆｏｒtｈ.

５
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O Ｃ Ｃ Ｕ ｐ ａt ｉＯ ｎ ａ ｌ Ａ §ler ｇ ｉｅ Ｓ ｉｎ Ｓ ｉｎ ｇ ａ ｐ Ｏr ｅ

Ｄａｖｉｄ Ｋｏｈ

Ｄｅｐａrt ｍｅｎt ｏｆ ｃ ｏｍ ｍｕnity ｏ ｃｃｕpat ｉｏｎａｌ ａｎｄ Ｆａｍｉｌy Ｍ ｅｄｉｃｉｎｅ

Ｎａtｉｏｎａｌ Ｕｎｉｖｅrｓity ｏｆ Ｓｉｎｇａｐｏrｅ

Singapo ｒｅ ｈａs ａ rｅｓident pop ｕl眩ｌｏｎ ｏｆ ３ ｍｉｌｌｉｏｎ ａｎｄ ａ ｗ ｏrk for ｃｅ ｏｆ １.75 million. Ｍ ｏｓt al･ｅ

ｅｍ Ｐｌｏyｅｄ ｉｎ ｍ ａｎｕｆａｃtｕｒing (406,300) ，sｅｒｖｉｃｅｓ(367,700) ａｎｄ ｃｏｍ ｎｌｅrｃｅ(245,000).ln 1996
。

1,521 ca ｓｅs ｗｅtで ｎｏtified t ｏ the Ministr ｙ ｏｆ Ｍ ａ可) ｏｖvｅｒ ａｎｄ ｃｏｎｆｉｒｍ ｅｄ ａｓ ｏｃｃｕPat ｉｏｎａt dis ｅａsｅs.

85 ％ ｏｆ ｃａsｅs ｗｅtで ｎｏｉse ind ｕｃｅｄ ｈｅａｒing loss･　 ＯｃｃｕP 紘ｉｏｎａｌ ａｌｌｅ咀ie ｓ ｗｅt℃ ｕｎｃｏｍ ｍ ｏｎ，

ｃｏｍ ｐris ｉｎｇ ｍ ａｉｎｌy ａtlerｇｉｃ ｃｏｎtａｃt de ｒｍ ａtitis (fｒｏｍ １１１ ｃａｓｅs of ind ｕstｒiat de ｒｍ ａtitis) ａｎｄ ７

ｃａｓｅs ｏｆ ｏｃｃｕPationlll　a ｓtｈｍ ａ.

Ｔｈｅ ｍ ａｉｎ ｃｕtａｊｌｅｏｕs ａtle 咀 ｅｎｓ ｗel ℃ch ｒｏｍ ａtｅs ，nicke1 ，ｒｕbbe ｒ ｃｈｅｍｉｃａｌs， ｃｕtting fl ｕids ａｎｄ

ｒｅｓins. Ｗ ｏｒｋｅrs ｗ ｅre fｒｏｍ t ｈｅ ｃｏｎstｒｕｃtｉｏｎ ， ｅｌｅｃtｒｏｎｉｃs ａｎｄ ｍ ｅtalｗ ｏrking ind ｕstｒies. Ａst ｈｍ ａ

ｗ ａｓ ｃｏｍ ｍ ｏｎｌy ｃａｕsed by is ｏｃy ａｎａtｅ ｃｈｅｍｉｃａｌｓ (ａｍ ｏｎｇ sP 皿y Paint ｅrs ， ｆｏａｍ ｐｒod ｕｃt 皿d

ins ｕt隠ｉｏｎ ｗ ｏｒｋｅtｓ) ａｎｄ　 ｃｏｌｏｐｈｏｎy(in solder でｓ ａｎｄ ｗelders).

Pop ｕlat ｉｏｎ st ｕdie ｓ ha ｖｅ ｂｅｅｎ ｃｏｎｄｕｃted in s ｅｖｅｒal ind ｕｓtｒie ｓ. Ａ s ｕｒｖｅy of 2567 electr χ】ｎｉｃs

ｗ(ｆｋｅｌ・r ｅｖｅａｌｅｄ ａ ２ ％Point Pr ｅｖａｌｅｎｃｅ ｏｆ ａｌｌｅrｇｉｃ　 ｃｏｎtａｃt de ｒｍａtitis ( Ａ ＣＤ).0f t ｌｌｅ

ｏｃｃｕpationall ｙ ｒｄ ｅｖalｔ ｃａｓｅｓ， 46 ｗefil nidcel ｓｅｎｓiliｖｅ， 7 r ｅａｃtχld tｏ ｃｏｌｏｐｈｏｎｙ ， 皿d l cil ｓｅ tｏ

ｅｐｏｘy ｒｅsin. Ａ ｓtｕdy of 272 Pn3fabr ｉｃａtｉｏｎ ｃｏｎｓtｒｕｃtｉｏｎ ｗ ｏrke ｒs sho ｗed a 14 ％pr ｅｖａｌｅｎ(;ｅ

ｎｌtｅ ｏｆ ｏｃｃｕPational dl ｒ ｍａtitiｓ. ４２％ofUle 38 c ｓ ｅs ｗｅｒｅ Ａ ＣＤ t ｏ ｃｈｍ ｍ ａt13s ａｎｄ ｒｕbber

ｃｈｅｍｉｃａｌs.

Ｔ ｗ ｏ ｗ ｏｒkplace st ｕdies 、 ａｍ ｏ昭150 solder で5 and 61 φ ｃｅ ｇrinders 、 did not det ｅｃt ａｎy ｃａsｅs

ｏｆ ｏｃｃｕPat ｉｏｎａｌ ａｓ山 ｍ ａ.ｌｎ ａｎｏthe ｒ stｕdy ｏｆ ａ ｆａｃtｏrｙ ｍ ａｎｕｆａｃtｕring poly ａｍｉｄｅ ｒｅsin ， ２ ｃａsｅs

ｏｆ ｏｃｃｕPat ｉｏｎａｌ ａｓtｈｍ ａ ｗ ｅｒe dl 昭 ｎｏsｅｄ ａｍ ｏｎｇ １３ ｗｏrｋｅｒｓ.

ＯｃｃｕPat ｉｏｎａｌ ａＵｅ咀ie ｓ ｉｎ Ｓｉｎｇａｐｏrｅ ａｒｅ ｎｏt ａｓ rａrｅ ａｓ the r ｅｐｏrted st ａtistics s ｕggest.

Ｐｏｐｕlat ｉｏｎ ｂａsed ｒｅｐｏrtｓ， ｗhich o ｖｅｒｃｏｍｅ the p ｒｏｂｌｅｍ ｏｆ ｕｎｄｅr ｎｏほｉｃａtｊｏｎ ，sho ｗ that the

Pr ｅｖａｌｅｎｃｅ ｉｓ ｖａｒiable 姐differ ｅｎt ind ｕstｒie ｓ.

６－
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Ｏｃｃｕpat ｉｏｎａｌ ａｎｄ Ｅｎｖiｒｏｎｍｅｎtal Dis ｅａsｅs ｉｎ Ｔａｉｗａｎ

Ch ｕng- Ｈs ｉｎｇ Ｃｈａｎｇ

Ｄ ｅｐａrtｍ ｅｎt ｏｆ Ｄ ｅr ｍ ａtology ， Ｋ ａｏｈsiｕｎｇ Ｍ ｅｄｉｃａＩ Ｃ ｏｌｌｅｇｅ，

Ｋａｏｈsi ｕng, Ｔ ａｉｗ ａｎ

ln t ｈｅ ｏｃｃｕpational dis ｅａsｅs ｏｆ Ｔ ａｉｗａｎ, ｗ ｅ ａre going to dis ｃｕss

1)phot ｏｄａｍ ａｇｅ ａｎｄ sｋｉｎ ｃａｎｃｅr ａｍ ｏｎｇ ｐａrａq ｕａt ｗ ｏrkers;

2)pr ｅｖａｌｅｎｃｅ ｏｆ ｄｅｒｍ ａtｏsis ａｎｄ skin s ｅｎsiti ｚａtｉｏｎ ａss ｏｃｉａted ｗith ｕsｅ

ｏｆ ｐｅsticides in fa ｒｍ ｅｒs;

3)peripheral cir ｃｕlat ｏry ins ｕfficiency ａｎｄ ｎｅｕrｏｐａthy of ｖibr ａtｉｏｎ

syndr ｏｍ ｅ ａｍ ｏｎｇ ｈｉｇｈ ｍ ｏｕｎtａｉｎ ｗ ｏｏｄ-ｃｕtting ｗ ｏrkers･

ln t ｈｅ ｅｎｖirｏｎｍ ｅｎtal dis ｅａsｅs ｏｆ Ｔａｉｗ ａｎ， tｗ ｏ repr ｅsｅｎtａtiｖe

dis ｅａsｅs ｗill be dis ｃｕssed:

1)chr ｏｎｉｃ ａrs ｅｎｉsｍ ｗith hyper- ｏr hyPopigment ａtｉｏｎ， ker ａtｏsis ，

sｋｉｎ ｃａｎｃｅrs ａｎｄ ｂｌａｃｋｆｏｏt dis ｅａsｅ ｏｎ the s ｏｕth ｗ ｅst ｃｏａst ｏｆ

Ｔａｉｗ ａｎ;

2)polychlor ｉｎａted biphenyl ( ＰＣ Ｂ)int ｏｘｉｃａtion by ｃｏｎtａｍｉｎａted

cooking oils: fift ｅｅｎ y ｅａrs aft ｅｒ the epis ｏｄｅ.

－ ７－
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職業アレルギー誌6 （1）1998

水産加工従業者にみられたエビ粉に起因する職業性喘息

○高本 公

高本医院

（ 目 的 ） 水 産 加 工 従 業 者 の な か の 干 エ ビ 製 造 者 に み ら れ た 喘 息 発 作 の 誘

因 と し て 、 エ ピ 粉 が 考 え ら れ た の で 検 索 を 行 っ た
。

（ 症 例 １ ） ５ ５ 才 の 女 性 で 平 成 ２ 年 ３ 月 よ り 午 エ ビ 製 造 作 業 に 従 事
、
約

Ｉ　　　　　　　 ＝　　　　　　■　　　■　　　ＩＩ　　･ａ　　■　
。
¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　－　　１３ 年 後 よ り 鼻 水 、 咳 な ど の 感 冒 様 症 状 を 訴 え る よ う に な り

、
対 症 療 法 を

行 っ て い た
。
さ ら に 約 ｉ 年 後 の 平 成 ６ 年 ？ 月 作 業 中 に 呼 吸 困 難 発 作 を 発

症 し た の で
、
作 業 内 容 を 聞 い た と こ ろ

、
生 エ ピ を 煮 た 後 乾 燥 機i こ か け て

I-　､i ●　　　■l,●■･　　･¶¶㎜･　4　 ㎜　㎜q　　　　　¶･　-･　　 ・　　－　　･ ㎜　’l　　a　　 ㎜　・　　　　　¶■■乾 燥 し 、 機 械 で 脱 殻 し た 後 に エ ビ を 飾 に か け で 粉 塵 を 下 ろ し た り
、
選 別

や 袋 詰 作 業 を 行 っ て い て 、 そ の 際 多 量 の エ ビ の 粉 塵 が 発 生 す る と の こ と

で あ っ た 。 検 査 成 績 は 、 血 清 ｌｇ Ｅ 値21261U/ Ｍ Ｌ と 上 昇 し
、
ア レ ル ゲ ン

皮 内 反 応 は エ ビ
、
カ ニ
、
ハ ウ ス ダ ス ト に 陽 性 を 示 し

、I ば
Ｅ Ｒ Ａ Ｓ Ｔ` で は エ ピ

（ グ ラ ス ３ ）
。
カ ニ （ ク ラ ス １ ）

、 コ
ナ ヒ
ョ ウ ダ ニ （ ク ラ ス １ ） で 、 エ

ビ 粉 エ キ ス に よ る 皮 内 反 応 闘 値 は １ ０ 万 倍 を 示 ‾し た
。

（ 症 例 ２ ） ５ ２ 才 の 女 性 で 平 成 ４ 年 ６ 月 よ り 干 エ ビ 製 造 作 業 を 行
っ て か

ら 約 １ 年 後 よ り 鼻 水
、
咳 な ど の 感 冒 症 状 を 訴 え る よ う に な り

、
さ ら に ｉ

年 後 の 平 成 ６ 年 １ ０ 月 頃 作 業 中 に 呼 吸 困 難 発 作 が 発 症 し た
。
本 症 例 は 症

例 １ と は 別 の 作 業 場 で 働 い て い た が
、
作 業 内 容 は 同 様 で あ

っ た 。 検 査 成

績 は 、 血 清 ｌｇ Ｅ 値31641U/ Ｍ Ｌ と 上 昇 し
、
ア レ ル ゲ ン 皮 内 反 応 は エ ピ

、

カ ニ 、 ハ ウ ス ダ ス ト4 こ 陽 性 を 示 し
、
ｌｇＥ ＩＲ Ａ Ｓr で は エ ピ （ ク ラ ス ４ ）

、
カ

ニ （ ク ラ ス ３ ） 、 コ ナ ヒ ョ ウ ダ ニ （ ク ラ ス １ ）
、
ヤ ケ ヒ

ョ ウ ダ ニ （ ク ラ

ス ２ ） 、 ハ ウ ス ダ ス ト （ ク ラ ス １ ） で
、 エ

ビ 粉 エ キ ス に よ る 皮 内 反 応 間

値 は １ ０ ０ 万 倍 を 示 し た
。

以 上 の 結 果 に よ り
、
本 ２ 症 例 は 干 エ ピ 製 造 作 業 に よ り 発 生 す る エ ピ 粉

に 起 因 す る 職 業 性 喘 息 と 診 断 さ れ た が
、
抗 原 回 避 や 転 職 が 困 難 で あ

っ
た

た め 、 エ ビ 粉 エ キ ス に よ る 特 異 的 減 感 作 療 法 を 実 施 し た と こ ろ 奏 功 ‾し た
。

９



職業アレルギー誌6 （1）1998

一般演題　 ２

紙幣についたＴＤ Ｉが症状を増悪させ た慢性気管支炎の １

症例

○山木健市 （名大・医・二内）、高木健三 （名大 。

医・看護学科）、竹内 康浩、上島通浩、柴田英治

（名大・医・衛生）

【患者】症例は29 才 、男性。主 訴は血痰 。既往歴に 潰瘍性大腸炎（サラ

ソピリンをときどき内服）、蓄 膿症はなし。職業は古本販売。喫煙歴 ・

飲酒歴は特になし。家族歴は特記すべき事なし。原病歴：平成7 年8 月 頃

よ り、咳 と 痰お よび 微熱が出現 。10月に 、血痰がで たので当 院初診。 理

学 的所見：胸部聴診上も異常な し。初診時血液生化学的検査：特に異常

なし。凝固系検査:PT ・ＡＰＴr ともにやや低値。気管支鏡 検査：出血の原

因 は特定 できず。喀痰 検査：結核菌 （陰性）、S. ａｕrｅｕs（1＋） 、Ｈ.

pal咄咄Ｊｅｎｚａｅ（2＋）。

経 過　 気 道感染症 とし て、マ クロライド系抗生剤を服用していたが、

消化器症状が現れた ため、キノロン剤に 変えて服用し、徐々に咳 ・痰 ・

血痰が改善した。喘鳴 が出現することはなかった。平成8 年6 月に 。咳 ・

痰 （膿性） が再度出 現 すると来院。血液生化学的検査では特に異常は見

られなかった。lgE（ＲＡＳでΓ）では カモガヤ ・が・スギが陽性であった。喀痰

検査でＨ.paｒainflｕｅｎｚａｅ　（2＋） 。 この とき、 「よく 来る客が払 う紙幣の臭

いが強く、この臭い をかぐと咳や痰がでる。よく調べてほしい」といっ

て、密閉したビニール袋にいれた千円紙幣3 枚を提出し た。

千円 紙幣 が入っ た ビニール袋の空気をガスクロマ トグラフ ィーで分 析

したところ、3つの ピー ク成分があるこ とがわ かり、このピークはさらに、

トルエンジイソシア ネート（ＴＤＩ）であることが判明した。ＴＤＩが

喘息の原因 となるこ と、また、慢性気管支炎の原因にもなることを説明

した。ＴＤＩに対するlgE は陰性であ った。12 月頃に は症状が改善し、 来

院 しなくなった。

【まとめ】ＴＤＩは 職業性喘息の原因や職業性慢性気管支炎の原因にな

ることはよく知られている。本 症例において、発症 と紙幣に付着してい

たＴＤＩとの関連は不明であるが、症状の増悪と関連があると思われた。

本症例のよ うなケースにＴＤＩの関与を想像するこ とは困難であった。

呼吸器症状の増悪要因は簡単なようでも不明なことが多いが、まさか と

思われるよ うな患者の話でも、よく検討する必要があることを教えられ

た症例であった。

10



職業アレルギー誌6 （1）1998

一般演題　 ３

パソコンプリンタ製造クリーンルームにおける過敏性肺臓炎の集団発生

○柴田英治( 名大医保健学科検査)、山木健市( 名大医二内)、

早川律子( 名大医環境皮)、竹内康浩( 名大医環境労働衛生)

【目的】コンピュータ関連機器の製造は工程によっては、塵埃を避けるた

めにいわゆるクリーンルームで行われる場合がある。今回我々はクリーン

ルーム内のプリンタ製造職場に集団発生した過敏性肺臓炎についてその臨

床経過と原因について検討したので報告する。

【発症の経過と職場の状況】職場はパソコン用プリンタを製造する、面積

1150 m2のクリーンルームで、常時約60 名が基板の接着、組立、パンダ付

けなどの作業に従事している。 1997 年 ３ 月後半から４月前半にかけてこ

れらの作業者のうち、４名にクリーンルーム内での作業時に増悪する咳、

および発熱などが出現した。このうち１名は４月末に呼吸困難となり、休

業の上受診した。他の３名の症状は４月末からの連休直前まで続き、連休

に入って軽快した。しかし、連休後の作業再開にともない、咳の再発とと

もに、呼吸困難を来すようになり、入院治療が必要な状態となった。この

ような臨床経過とともに全員にみられた胸部Ｘ線上の粒状影、３名に行わ

れた肺生検における組織および肺胞洗浄液の所見、２名に行われたトリコ

スポロン抗体検査における陰性の所見などから、これら４名をクリーンル

ームでの曝露物質を原因とする過敏性肺臓炎と診断した。この職場では接

着剤として４種類のビスフェノール型エポキシ樹脂と硬化剤としての無水

フタル酸、無水トリメリット酸、さらにアクリル樹脂、シリコン接着剤な

どの化学物質を使用していることがわかっている。クリーンルーム内の患

者の分布には偏りがみられず、空調設備によって室内の空気はほぼ一様に

循環していたことなどから原因物質はクリーンルーム全体に広く分布して

いる可能性が考えられた。なお、これらの患者に対しては配置転換を行う

とともにクリーンルーム内の排気ダクトの新設などの改善措置を講じた。

その後新たな患者の発生はなくなっている。

【まとめ】プリンタ製造を行うクリーンルームにおいて過敏性肺臓炎の集

団発生をみとめた。同様の作業は広く行われていると考えられ、今後新た

な発生に対して注意が必要である。

11 －



一般演題　４

職業アレルギー誌6 （1）1998

雛の分別作業従事者に発症した過敏性肺臓炎の1例

○近藤りぇ子・立川壮一・堀口高彦・笠原純一

(藤田保健衛生大学第2 教育病院・医・呼内)

［症例］66 歳、女性。3ヵ月持続する咳楸、喀痰を主訴に近医受診。

胸部Ｘ線上両側中下肺野を中心に間質性陰影を認めたため当院に紹介

入院となった。既往歴は、平成8 年より高血圧を指摘され内服治療中。

喫煙歴、飲酒歴はなし。家族歴に特記すべきことなし。職歴は30 年

間雛の分別作業に従事。ペットは鶏を7 羽。入院時血液検査では、白

血球数は7000 ，好酸球は1 ％。ＣＲＰは0.４、赤沈は1 時間値34 、生化

学では特記すべき所見はなくｌｇＥ（ＲＩＳＴ）は23 、マイコプラズマ抗

体、クラミジア抗体、アスペルギルス抗体、トリコスポロンクタネ

ウム抗体は全て陰性であった。職歴から鳥飼病を考慮し免疫学的検

査を施行したところ雛血清とのＤＬＳＴでは強陽性、オクタロニー法で

雛血清と糞に陽性であった。胸部ＣＴ写真では両側下肺野にびまん性

に小葉中心性の分布を示す辺縁不明瞭な小粒状影が認められた。気

管支鏡所見は、両側共に白色粘調痰が認められたが粘膜面に異常所

見はなく、洗浄液培養でも有意な菌の検出はなかった。肺生検では

胞隔中隔の肥厚、間質にリンパ球の浸潤があり肉芽腫とＭａｓｓｏｎ小

体も認められ、好酸球浸潤は認められなかった。気管支肺胞洗浄液

ではＣＤ４／ＣＤ８比の上昇が認められた。

環境誘発試験では陰性であったが、血清学的に雛血清とのＤＬＳＴにて

強陽性であったこと、オクタロニー法で雛血清及び雛の糞に陽性で

あったこと、病理組織学的にも過敏性肺臓炎として矛盾しないこと

より厚生省特定疾患びまん性肺疾患調査研究班1990 年の過敏性肺炎

診断の手引きと診断基準より雛が原因の鳥飼病と確定診断した。入

院後やや咳職の自覚症状は改善したもののP0253.7PC0246.7 と低

酸素血症は改善しなかったためSo1ｕ-Ｍｅｄro1500mg/da ｙを３日間

投与し、以後Ｐrednis ｏｌｏｎｅ １０ｍｇ/da ｙより漸減したところ徐々

に自他覚症状は消失した。ステロイド投与を中止して職場を変更し

た後は再発はみられていない。
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一般演題　５

慢性ベリリウム肺10例の24年後の経過

職業アレルギー誌6 （1）1998

○藤村直樹( 国療比良病院)、
泉　孝英、長井苑子( 京大院・呼吸器病態学)

滋賀県所在のセラミック製造工場において、酸化ベリリウムに暴露、

1971年11 月か ら77年４月の間に発症・発見さ れた慢性ベリリウム肺10 例

の24～27 年 後の臨床像・臨床経過 の総括を試みた。

１．発見動機・診断方法

10例（男性 ４／女性 ６）の内、 ４（ １／３）例は、全身倦怠・呼吸困

難などを愁訴として発見され、６（３／３）例は、健康診断時の胸部Ｘ

線所見から発見されている。発症・発見時年齢は24～47 歳 で、 ベ リ リウ

ムへの暴露か ら発見までに期間は３年６ヵ月～10年 ６ヵ月であ った。

診断 の確定 は、 ６例は開胸肺生検、１例は経気管支肺生検、 ３例は気

管支肺胞洗浄液リンパ球に対する硫酸ベリリリム刺激試験陽性所見によ

り行われた。なお、気管支肺胞洗浄検査の行われた６例の内、 ４例にお

いてはリンパ球30％以上 の増加、ＣＤ４４／ＣＤ８゙ 比20 以上 の高 値所 見 が認

め られた。

２．経過・予後

症状発見群：４例全例、ステロイド薬投与が行われた。女性症例の３

例の内、２例は呼吸不全のため、発症9 、13年後に、 １例 は肺 感 染 症 の

ために17年後に死亡した。男性１例は、病変は著明に進展し、 また喘息

の合併をみているが、生存中である。

健康診断群：６例の内、３例にステロイド薬投与が行われた。　３例 は

発見１年後に胸部Ｘ線所見上の異常陰影は消失した。３例は呼吸困難が

出現・増強、胸部Ｘ線所見の増悪をみているが、21年後、23 年 後 、24 年

後、 の現在生存中である。

３．進展増悪・生存例の胸部Ｘ線・ＣＴ所見

進展増悪・生存の４例における特徴的な所見は、嚢胞性陰影の増加と

拡大であり、２例においては自然気胸の併発をみている。

［結論］症状発見例の経過は、健康診断発見例に比較して不良であった。

健康診断発見例では、寛解例も認められたが。非寛解例では、病変はき

わめて緩やかではあるが、確実に進行している。
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職業アレルギー誌6 （1）1998

一般演題　６

ベリリウム化合物投与マ ウスにおける免疫毒性
影響について

○和田昭彦
、島　正吾、小野雄一郎、吉田　勉。

谷脇弘茂、長岡　芳、栗田秀樹1）、水野やよい。
井波　修、浅田恭生
（藤田保衛大・医・公衛、同大・衛生1））

〔目的〕

ベリリ ウム（Be ）障害の成因に関する実験的研 究の一環と

して、酸化ベリリウム（BeO ）及び塩化ベリリウム（BeC い を

用いて、マ ウスにおけるBe リンパ球幼若化試験（Be-LTT ）、

牌細胞中リンパ球のpop ｕlatｉｏｎ（CD4 、CD8 及びCD4/CD8 ）を

指標として両Be 化合物の免疫毒性影響について検討した。

〔実験材料及び方法〕

C57BL マ ウス（雄性、5 週齢）40匹を用い、BeO 投与群及び

対照群、BeCI,投与群及び対照群の各10 匹に分類した。

BeO 溶液 は、1％に溶解した寒天懸濁溶液にBeO を混和し10

μｇ/m1（Be 量として3.6 μｇ/m1）に調整し、BeC1,溶液は生理

食塩水溶液にBeCI,を混和し60.4 μg/m1 （Be 量として3.6 μg/

m1）に調整し、また対照溶液は各々1% 寒天懸濁溶液及び生

理食塩水溶液を用い た。 投与方法は、マウス腹腔内へそれ

ぞれ0.5m1 、週１回、計４回を連続投与した。最終投与日よ

り１週間後に屠殺し、牌臓を摘出しLTT 及びCD4 、CD8 を測定

した。

〔結果及び結論〕

Be投与マウスのBe-LTT 値の変化をみると、BeO 投与群及び

BeCh 投与群の両方におい て対照群と比較して有意な高値化

を認め、このこ とよりBe 自体に細胞性免疫毒性作用がある

ことが想定された。 次に牌細胞中リンパ球のpop ｕlatｉｏｎは、

BeO 投与群及びBeCh 投与群において対照群と比較してCD8 で

有意な減少を認 め、Be はCD8 陽性細胞 （キラー／サプ レッ

サーT 細胞）に対して何らかの細胞毒性を有することが窺わ

れた。
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一般演題
７

職業アレルギー誌6 （1）1998

群馬県藤岡地区一般家庭における室内環境整備の実態調査

Ｉ、清掃に対する意識と居間・寝室などの整備状況について

Ｏ佐藤久美子・大野絢子・中渾次夫（群馬大・医・保健）

宮崎有紀子（千葉大・看・保健）

［目的］室内環境の整備はアレルギー疾患との関連ばかりでなく、心身の健康を

保つための手段としても重要と思われるが、私的な部分であるため、その実態

調査はほとんど行われていない。我々は、群馬県内の一般家庭を対象に、室内

環境整備や清掃に対する意識などについて実態調査を行った。今回は各年代層

における清掃意識や居間と寝室の環境整備状況を中心に報告する。

［方法］（1 ）調査対象と地域：調査対象は、群馬県藤岡保健所管内の新町および吉

井町に在住し主に家事を担っている人とした。回答者は、17歳～80歳までの総

計1,579名で、男女別内訳は男子96名、女子1,483 名であった。（2 ）調査方法：

環境整備に対する意識、住まいや家族の状況、室内清掃の実状、寝具の管理、

アレルギーの有無など68項目にわたる質問票を作成、対象者に訪問配布し、数

日後に回収した。回収率は95.7％であった。回答の集計はSPSS により行った。

［結果］調査対象者は17歳～80歳まで幅広い層を含み、い ずれの調査項目につい

ても各年齢層間での相違が予想されたので、家族構成や生活環境を考慮して、

39歳以下、40～59歳、60歳以上の３グループにわけて分析した。室内環境に対

する意識では、自分を「きれい好き」と評価する人が高齢者に多く、若年者層

の1.5倍であった。清掃の理由では、年齢層による相違はほとんどみられず、

「清潔は気持ちがよい」が最も多く、続いて「健康な生活を守るため」が多か

った。「掃除などを教えてもらった人」については、どの年代とも「母」との

回答者が50％以上で最も多く、続いて「誰からも教わったことがない」と回答

した人が、39歳以下では34.2％に上り、60歳以上でも26.8％に上った。居間の

環境整備状況について、換気状況を調べたところ、どの世代も夏季・冬季とも

よく行われていた。床、家具・照明器具、窓ガラスの清掃回数は世代間の差異

は少なかったが、高年齢層の方がよく清掃している傾向が見られた。大掃除は

年１回行う人が最も多かったが、「ほとんどしない」と答えた人がどの年代層

にも12～15％ほど認められ、清潔感覚の変化を窺わせた。寝室の環境整備状況

のうち、床の清掃回数は居間のそれに比較してかなり少ない傾向が認められ、

また大掃除では「ほとんどしない」と答えた人が25％を越えた。各年齢層での

差異はほとんど認められなかった。

［まとめ］今回の結果からどの年代とも室内環境の整備はかなり頻回に行ってい

ることがわかったが、年齢が若くなるにしたがってどの項目においても整備に

費やす回数が少なくなる傾向が認められた。清掃方法について「誰からも教わ

ったことがない」と回答した人が、30％前後お り、教育の必要性が指摘された。

また、嘗て日本では春と年末の大掃除が当たり前に行われていたが家屋構造や

生活スタイルの変化とともに失われつつあると思われる。

本研究の一部はフアイザーヘルスリサーチ振興財団の助成を得て行われた。
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一般演題　８

漆職人における漆かぶれ

職業アレルギー誌 ６巾1998

○河合敬一

（京都市）

一度感作をうけた人は、感作物質との接触を断たない限りかぶれは治ら

ないと考えられている。例えば、ある化粧品にかぶれる女性が、その化

粧品による化粧を続けた場合、顔が真っ黒になってしまったり、ステロ

イド外用薬の副作用で苦しむことになる。このような患者では、原因の

化粧品をつきとめてそれを中止させることが必要となる。しかしながら、

職業性アレルギーの場合原因物質との接触を断つことが困難なことが多

く、その職業を止めなくてはならない場合もある。漆職人の場合、かぶ

れはどのように経過するのだろうか？このことを調査する目的で漆職人

２３２名にアンケート調査を行ったところ、漆かぶれは、２３２人中１

８９人が経験していたが、その大多数のものは仕事を続けるうちにかぶ

れが軽快していた（下図）。このことを医学的に明らかにするため、漆

芸科学生にたいし、漆を扱いはじめる前よりかぶれの経過を順次観察し、

併せてパッチテストを行った。またモルモットを用いて同様の現象が再

現できるか否かの検討も行った。これらの結果を紹介したい。
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一般演題　９

職業アレルギー誌6 （1）1998

B００Ｐ様所見を呈したカルナウバ蝋による

外因性リポイド肺炎の一例

○坂爪由夏 斉藤従道 樋口達也 佐治和喜 薗部光一

塚越秀男 飯塚邦彦 土橋邦生 森昌朋( 群大第一内科)

ｌ目的|　外因性リポイド肺炎は油性 物質の吸入・誤嘸により発症する比較的

稀な肺疾患で、本邦では石油・灯油類の大量・急性曝露によるものがほとん

どである。しかし、今回我々は天然植物性油脂であるカルナウバワックスの

少量長期吸入により発症したと考えられる外因性リポイド肺炎の一例を経験

したので職貴賎肺疾患の一病態として重要と思われ報告する。

【症例1　57 歳、女性、木工業（コマ細工業）。４年前より胸部レントゲン写

真上両肺野に移動性の斑状および間質性陰影を指摘されていたが、咳・発熱

等の自覚症状はなく放置していた。その後次第に陰影が増強したため保健所

の勧めにて当科紹介となり、精査目的にて入院となった。胸部 ＣＴ sｃａｎでは

Ｂ００Ｐ様の肺実質影と間質影の混在する所見を呈した。しかし、TBLB では肺

胞内に大量の脂質を貪食したマクロファージを多数認め、リポイド肺炎の確

定診断に至った。患者は15 年来カルナウバ蝋を使用する職業に従事していた

こと、また吸入暴露を防ぐための保護具を装着していなかったこと、喀痰な

らびにTBLB の組織学的所見、そしてTBLB 標本の脂肪染色より本症はカル

ナウバ蝋の慢性吸入曝露が原因と考えられた。また血清･ ＢＡＬＦ中のCA19-9 、

SLX とＣＹＦＲＡ が高値を示し、肺由来の腫瘍マーカー上昇と考えられた。我々

の知る限り本症例はカルナウバ蝋の少量長期吸入によると考えられるリポイ

ド肺炎の第一例である。

l結論l　 カルナウバ蝋の少量長期吸入がリポイド肺炎を来す可能性があるこ

とを念頭に置き、保護具等を用いた吸入回避が必要であろう。また、マクロ

ファージの脂質貪食と腫瘍マーカー上昇のメカニズムは今後解明されるべ き

課題と思われた。
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一般演題　10

職業アレルギー誌6 （1）1998

マウスの接触過敏症におけるIL-18の発現

○青 宝会､青山 公治､松下 敏夫

(鹿児島大･医･衛生学)

【 目 的 】Th1 細 胞 は､IL-2 、ＩＦＮ-y 等 を 産 生 することにより遅 延 型 接 触 過 敏 症 の 発 症 にお

い て 重 要 な 役 割 を 果 たし てい る。近 年 、IL-12 とIL-18 は､Th1 細 胞 の 分 化 とそ の機 能を 誘

導･ 促 進 できることで 注 目され てい る。そこで､ 我 々 は､ 接 触過 敏 症 マウスにお い てそ の炎 症

皮 膚 にお けるIL-18 の 発 現 をｍＲＮＡとタンパ ク質 のレ ベ ル で 検討し た。

【方 法 】 ① 接 触 過 敏 症:3% オ キ サソロンを雌 性Balb/ Ｃマ ウス の腹 部 に 塗 布 することで マ

ウスを感 作し た。そ の 後６日 目 に、マ ウス の 耳 介 に1% オ キ サソロン を 再 び 塗 布 し、接 触 過 敏

症 を誘 発 した。また､ 誘 発 の24 時 間 後 の 耳を採 取し､ ホ ル マリンで 固 定しパ ラフィン 包埋 後 、

5μｍの 皮 膚 切 片を 作 成した。②ＲＴ- ＰＣＲ: 誘 発 後 の 異 なる時 点 に、耳より総ＲＮＡを抽 出し、

ｃＤＮＡの 合 成 に 用 い た。そ の 後 、IL-18 プ ライマ ーを 用い てｃＤＮＡをDig 標 識 ＰＣＲにて 増 幅し

た。 ＰＣＲ産 物 を化 学 発 光 法 で検 出し､ 電 子密 度 計 で定 量し た。③ln ｓitｕ hｙbｒidiｚａtｉｏｎ: マウ

スＩＬ－１８全 ｃＤＮＡを 含 む プ ラ スミドか ら５３０ｂｐのｃＤＮＡ断 片 を 制 限 酵 素 で 切 り出 し 、

pBl ｕｅｓｃｒiptSK ‾`ベ クタ ー に組 み 込 ん だ。つ ぎに､ 組 み 換 え 体プラスミドからセンスとアンチ セ

ン スDig 標 識 ＲＮＡプ ローブ を 合成 した。得 たＲＮＡプローブ を組 織 切 片 上 のIL- １８ｍＲＮＡと反 応

させ ることにより、炎 症 皮 膚 に お け るIL- １８ｍＲＮＡの 分 布 を 検 討 した。④ 免 疫 染 色: 皮 膚 の

IL －18 タ ン パ ク質 を 免 疫 組 織 化 学 法 で 検 出し た 。第 一一と第 二 の 抗 体 は 、ヤ ギ 抗 マ ウス

IL-18 抗 体 と抗 ヤギlgG －ペ ル オ キシダ ー ゼ 抱 合 体を 用い た。

【結 果と考 察 】 炎 症 皮 膚 のIL- １８ ｍＲＮＡの発 現 を経 時 的 に検 討 す るため､ 誘 発 後 の 異なる

時 点 にマウスの 耳を 採 取し､ そ の発 現 量をRT- ＰＣＲで 検 討した。正 常 マウスで は 、弱 いIL- １８

ｍＲＮＡの発 現 が 認 められ たの に 対し て､ 接 触 過 敏 症 マウスで はIL- １８ｍＲＮＡの発 現 が 誘発 の

12 時 間 後 に有 意 に増 加 し、24 時 間 後 にピ ー クに 達した。また､ そ れらのIL- １８ｍＲＮＡの 発 現

と耳 介 肥 厚 反 応 が ほ ぼ 同じ 時 間 経 過 を 示して お り、両 者 間 で は 正 の 相 関 関係 が みられ た

（ｒ＝０.65 ，p く0.01 ）。 IL-１８ ｍＲＮＡ ｉｎ ｓitｕ hｙbｒidiｚａtｉｏｎで は､ 正 常 マウスの真 皮 層 に弱 い

ＩＬ－１８ｍＲＮＡ の 発 現 が 認 め ら れ た の に 対 し 、接 触 過 敏 症 マ ウ スで は 真 皮 層 に 強 い

IL- １８ｍＲＮＡの 発 現 が認 められ た。一 方 、表 皮 層 で は 正 常 および 接 触 過 敏 症 マ ウスのい ず

れ おい てもそ の発 現 は認 められな かった。IL-18 の ｍＲＮＡシグ ナル は 炎 症 細 胞 浸潤 部 位 に多

く観 察 され た。さらに、抗 マウスIL-18 抗 体 を 用い て 免 疫 染 色を 行 ったところ、IL-18 タン パ ク

質 の 発 現 が そ のｍＲＮＡと同 様 な組 織 分 布 で あることが 分 かった。以 上 の結 果 は 、IL-18 が 化

学 物 質 による接 触 過 敏 症 の 発 症 に 重 要 なサイトカイン であることを示 唆してい る。また､ そ の

具 体 的 な 生 物 学 的 機 能 および 化 学 物 質 の接 触感 作 性 の 予 知 指 標として の 有 用 性 につい て

詳 細 に検 討 する 必 要 があると思 わ れ た。
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職業アレルギー誌6 （1）1998

一 般 演 題　11

農作業関連アレルギーに関する情報収集・提供システムの提案

○上田　厚 、゙原田幸一 、゙大森昭子 、゙魏長年゛

( 熊゙本大・医・衛生学)

[目的]

農作業関連アレルギーに適切に対処するために、その起因抗原および危険因子の予知に

関する検出モデルの開発を含む、情報収集・提供のシステムを構築する。

[農業従事者の安全と健康におけるアレルギー対策の重要性]

・農作業関連アレルギーは典型的な環境性疾患であり、作業形態／環境の改善をはかる

ことが、疾患の予防／病態の改善のみならず、快適職場の形成／生産の向上に繋がる。

・施設型農業( ビニールハウスなど) の拡大により閉鎖環境が増え、作業環境中の多様

な植物・動物成分／真菌／農薬・他の感作物質の高濃度曝露の危険が増大している。

・抗原物質が作業環境から周辺地域へ拡散する危険が増大し、地域ぐるみの対策が必要

とされる。

・農業は、作業形態の変化が急速で、作業環境の衛生工学的対策／保健管理対策が最も

遅れている産業のひとつであり、作業関連アレルギー対策は他の産業のモデルになる。

[対予防策のシステム化]

(1)情報センターの設置：症例の解析／抗原の精製・管理・提供／特異的対策

(2)学会活動のネットワーク化：情報交換／感作物質のリスト作成／許容限界の設定

(3)作業者・関連スタッフ・研究者の交流：症例収集・解析システムの開発

[過敏性肺炎の好発職場／起因抗原の予知システム( 検出モデル) の基本構造]

(1)好発職場／危険集団／発症者( 潜在者／顕在者) の検出

(2)起因物質の検出

(3)起因物質の分類( 感作性既知／未知)

(4)既知物質の感作性／曝露の様態／危険性の評価

(5)未知物質の感作性の確認／曝露の様態／危険性の評価

(6)起因物質の許容限界の設定

(7)予防対策の策定( 発症者／作業集団／地域) と実施

[情報の収集・提供システム：地域アレルギーセンターの設置]

(1)基本構造

・疫学部門：農業・他産業／地域集団におけるアレルギーの実態とその要因の解析

・臨床部門：治療／予防医学の実施／開発

・検査部門：アレルギー検査( 集団／個人)

アレルギー起因抗原( アレルゲン) の精製／提供

・情報部門：情報の提供／衛生教育

・産業医学部門：作業／作業環境の衛生工学的改善

アレルギー起因物質／好発作業の予知システムの開発／実行

(2)ネットワークの構成

・大学／地域病院・診療所／その他の研究・診療・健診・測定機関所

・都道府県・市町村衛生関連部局( 地域保健所)

・農政部関連部局( 農業改良普及センター)

・農協( ＪＡ) ／作目部会／農業従事者・家族／農村地域住民
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職業アレルギー誌 ６巾1998

一般演題　12

理・美容師の職業性接触皮膚炎

○謝振麟1　早川律子2　杉浦真理子2　加藤佳美2

竹内康浩1（1.名大医衛生学2 名 大医環境皮膚科）

〔目的〕理・美容師の職業性接触皮膚炎の現状を検討する。〔方法〕

最近3 年間に名古屋大学大幸医療センター皮膚科を受診した理・美容師

29 例の年齢、性別、アトピー素因、皮疹部位、経過、皮膚テスト結果

をまとめた。職業曝露歴、臨床症状と皮膚テスト結果により確定診断

した。皮膚テストはパッチテストとオープンテストを施行した。パッ

チテストはFinn ChamberとScanportapeを用い、患者の上背部に48 時間貼

付し、除去１時間後と24 時間後にICDRG 基準で判定した。患者が職場

で接触する物質、関連アレルゲンと日本接触皮膚炎学会標準アレルゲ

ン25 種を検査した。皮膚症状、発症状況、皮疹の経過、皮膚テストの

結果を総合して病型を刺激性接触皮膚炎（ICD ）、アレルギー性接触皮

膚炎（ＡＣＤ）、接触募麻疹（CU ）に分類した。〔結果〕Ｌ 症例は男

性3 例、女性26 例。美容師28 例、理容師1 例。年齢は23.2 ±8.5歳。ア

トピー素因は14 例（48 ％）に認められた。 2. 皮疹部位は28 例が手で、

内8 例は腕、2 例は顔も含まれ、1 例が顔のみであった。3. 就職後発症

までの期間は幾何平均で5.6 月であった。４. 原因物質はヘアダイ第1

剤19 ／26 例（73 ％）、コールドパーマ第1 剤16 ／28 例（57 ％）、シ

ヤンプー6 ／27 例（22 ％）、ラテックス手袋4／29 例（14 ％）であっ

た。アレルゲンの陽性率はPPD24 ／29 例（83 ％）、PTD16 ／29 例

（５５％）、ＰＡＰ１１／２９例（38 ％）、PAB21 ／29 例（72 ％）、

Sｕdan　1119 ／29 例（31 ％）、ATG16 ／29 例（55 ％）であった。ヘ

アダイ陽性19 例中PPD に19 例、ＰＴＤに14 例、PAP に11 例、PAB に17

例、Sｕdan lll に6例が陽性反応を呈した。ヘアダイ疑陽性2 例中2 例、

陰性5 例中2 例がPPD に陽性を呈した。コールドパーマ第1 液陽性16 例

中14 例がＡＴＧ陽性であった。コールドパーマ第1 液陰性8 例中1 例が

ＡＴＧに陽性を呈した。5. 病型はACD25 例（同時CU5 例）、ICD4 例で

あった。 6. アトピー素因の有無によるPPD 陽性例の割合には有意差が

なかった。 〔結語〕理・美容師は多種のアレルゲンに同時に陽性反応

を呈することが明らかになった。アレルゲン中PPD の陽性頻度が最も

高かった。 ＰＰＤ陽性者におけるPAB 、PAP などの高陽性率の原因が交

叉反応であるのか、同時反応なのかを検討する必要がある。
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一般演題　13

職業性ラテックスアレルギーの１９例

職業アレルギー誌6 （1）1998

○加藤佳美、早川律子、杉浦真理子、大砂博之、三家薫、宮地良樹、夏秋優、

西岡和恵、田中仲、尾籐利憲、塚本克彦、中村透子（ゴム新素材研究会）

（目的）職場で扱う天然ゴム製品が原因で発症するラテックスアレルギ

一例について調査した。

（方法）ラテックスアレルギーを疑った患者にラテックス、植物性食品

に対するｌｇＥ ＣＡＰ ＲＡＳＴ ｓｃｏｒｅ、皮膚貼付試験 、使用ゴム手袋による使

用テストを行った。

（結果）職業性アレルギーを疑った患者は３１症例（男性５例、女性２

６例、平均年齢２ ８．５歳）であ った。 職業別で は、１．医療従事者 １５

例、2.歯科従事者 ３例、 ３．１＋2 以 外１３例であ り、そ のうち アレ ル

ギー素因をもつ患者は２４例であった。

皮膚貼付試験の結果、１９例をラテックスアレルギーと診断した。そ

の内ゴム手袋による接触壽麻疹と診断したのは１０例、接触皮膚炎２例、

接触蔀麻疹十接触皮膚炎の合併６例、アナフィラキシー１例だった。

ラテックス蛋白特異ｌｇＥ　１６／１８（８ ８． ８ ％）、 スク ラッチテ

スト 結果未精製天然ゴム陽性１５／１８（８ ３． ３％）、 脱蛋 白天然 ゴ

ム陽性 ２／１８（11.1 ％）であった。
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一般演題　14

職業性ラテックスアレルギーのまとめ

○秋田浩孝　松永佳世子　冨高晶子　上田　宏

(藤田保健衛生大学皮膚科)

1992 年、生野らが本邦におけるラテックスアレルギーの第１例を報告して

以来、特に医療従事者において増加している。当院でも1995 年５月歯科医師

によるラテックスアレルギーを経験してから1998 年４月までに２５例経験し

た。２５例全例が医療従事者だった。またそのうち５例がショック症状を呈し

た既往があった。本邦でもラテックスアレルギーは少ないものではなく、天然

ゴム製品による即時型反応についての正確な診断と啓発が必要であると思われ

る。今回我々はこの２５例に関して文献的考察を加えて報告する。

職種：医師２例（皮膚科医師１例、外科医師１例）、歯科医師１例、看護婦１

７例、看護±1 例、臨床検査技師１例、歯科助手１例、針灸±1 例。

性別：男性３例、女性２２例。

診断方法：ブリックテスト、使用テスト、ラテックス特異lgE 抗体測定

既往歴：アトピー性皮膚炎８例、アレルギー性鼻炎５例、アレルギー性結膜炎

４例、気管支喘息２例、その他１例。

症状：接触尊麻疹２５例（そのうちアナフィラキシーショック５例（栗による

もの４例、ゴム手袋によるもの１例））。

検査結果：ブリックテスト陽性２４例、使用テスト陽性１例、ラテックス特異

lgE 抗体測定陽性２４例

転帰：結婚にて退職した１例を除き全例勤務続行中である。
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一般演題　15

職業アレルギー誌6 （1）1998

ラテックスアレルギーにバナナによる食物アナフィラキ

シーを合併した1例

○児玉国洋、中島宏和、沼尾利郎、相良博典、福島康次、
上田隆、戸田正夫、本島新司、福田健（褐医大アレ内）

今 回 我 々 は 、 ラテ ッ クス と 果実 の 双 方 に アレ ル ギ ー を 合 併 し た1 例 を 経

験 し た の で 報 告 す る 。

（ 症 例 提 示 ） 症 例 ；31 歳 男 性 、 医 師 、 主 訴 ； 腹 痛 、 嘔 吐 、 下痢 、 血 圧

低 下 、 既 往 歴 ；18 歳 よ りアト ピ ー 性 気 管 支 喘 息 、30 歳 よ りゴ ム 手 袋 に

よ る 発赤 掻 滓感 、 家 族 歴 ； アト ピ ー 性 皮 膚 炎 （ 妹 ） 。 現 病 歴 ； 平 成9 年

1 月、 バ ナ ナ を摂 取 後 、 腹 痛 、 嘔 吐 、 下痢 、 血 圧 低 下 、 全 身性 尊 麻 疹 、

呂 律 緩 慢 が 出 現 し、 勤 務 病 院 に て バ ナ ナ に よ る ア ナ フ ィ ラ キ シ ー シ ョ

ッ ク と 診 断 さ れ ハ イ ドロ コ ル チ ゾ ン 、 ア ミ ノ フ ィ リ ン の 点 滴 静 注 を 施

行 さ れ 改 善 し た 。 検 査 デ ー タ上 の 異 常 と し て 、 好 酸 球 増 多 （7 ％ ） 、 総

lgE 値720U/ml 、ＲＡＳＴ sｃｏrｅ上 バ ナ ナ2 、 イ チ ゴ3 、 リ ン ゴ3 、 オ レ ン ジ

2、 キ ウ イ2 、 ラ テ ッ ク ス2 、 ブ タ ク サ3 、 ダ ニ3 ． す り潰 し た バ ナ ナ に よ

るス ク ラ ッ チ テ スト ；7 × 8 /53 × 38mm で 陽 性 で あ っ た 。庄 司 ら の 方 法

（ 呼 吸6 、169-173 、1997 ） で 抽 出 し た ラ テ ッ クス 抽 出 液 で 施 行 し た ス

ク ラ ッチ テ ス ト 、 パ ッチ テ スト は 陰 性 で あ っ た 。

（ 考 察 ） 本 症 例 は 、 ラ テ ッ クス ア レ ル ギ ー に バ ナ ナ ア レ ル ギ ー を合 併

し た ラ テ ッ ク ス フ ル ー ツ症 候群 と 考 え ら れ る 。 ラ テ ッ ク ス フ ル ー ツ 症

候 群 は 、 ラ テ ッ ク ス ア レ ル ギー と 、 種 々 の 果 実 ア レ ル ギ ー を合 併 す る

疾 患 群 で あ り （A11ergy49,454-459,1994, Ｃｌｉｎ Ｅｘp AIlergy25 ， 580-

581,1995 ）、 ま た、 ブ タ ク サ ア レ ル ギ ー を 認 め る 例 で は バ ナ ナ 、 メ ロ

ン に 対 し て も ア レ ル ギ ー を 認 め や すい こ と が 報 告 さ れ て い る （J

A11ergy Ｃｌｉｎ ｌｍｍｕno1 94,70-76,1994 ） 。 文 献 的 に ラ テ ッ ク ス ア レ ル

ギ ー と バ ナ ナ アレ ル ギー の 合 併 例 の 頻 度 は 、 皮 膚 反 応 、ｌｇＥ ＲＡＳＴ法 と

も に40 ％ 前 後 で あ る 。 ラ テ ック ス フ ル ー ツ 症 候 群 は 、 ラ テ ッ ク ス と 果

実 の 間 に 存 在 す る共 通 蛋 白 抗原 に よ り生 じ る も の と 考 え ら れ る （Ｃｌｉｎ

Ｅｘp A11ergy 26 ， 341-348,1996 ， Ａｎｎ Ａ１１ｅrgy Ａstｈｍａ ｌｍｍｕno1 76 ，

321-326,1996 ）。 ゴ ム手 袋 を使 用 す る 頻 度 の 高 い 医 療 従 事 者 に 合 併 例 が

多 い こ と が 予 想 さ れ 注 意 が 必 要で あ る 。
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